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「道路の老朽化パネル展」について 

 

今回、平成 26 年８月の榛原庁舎開催に続き２回目となる「道路の老朽化パネル展」

を下記により開催いたします。 

これは、牧之原市と国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所が協力し、道路

の老朽化の現状、課題、対策について、広くご理解いただく広報活動の一環として開

催するもで、展示パネルでは当市の管理する橋梁の状況や、今後の取り組み方針、今

年度から着手しました萩間地区の「大寄橋」の現状や補修計画等についても紹介しま

す。 

高度経済成長期に集中的に整備された道路施設の老朽化対策が喫緊の課題となっ

ていることについて、道路は国民の共用資産であり、少しでも長く使っていくよう、

きめ細かい点検と修繕を行い、次世代へ引き継いでいくことが必要であること、また、

道路インフラを管理する地方公共団体は、予算・人員・技術の面で多くの課題を抱え

ていることなど、道路の老朽化を身近な問題としてご理解を深めていただきたいと考

えております。 

 

記 

 

１展示期間  平成 28 年１月 25 日（月）～ ２月５日（金） 

 

２開催会場  牧之原市役所 相良庁舎 １Ｆロビー（牧之原市相良 275 番地） 

 

３主  催  国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所、牧之原市 

 

４そ の 他  １月25日(月)午後１時から会場にて主旨説明をさせていただきます。 

 

５問合せ先  牧之原市役所 建設部 建設課 ℡0548-53-2628 

 

 

展示パネルの主な内容 

・道路の老朽化の実態 

・道路の老朽化を防ぐ取組（補修、点検、技術開発） 

・道路の老朽化を防ぐための通行の適正化 

・牧之原市における道路の老朽化の現状     …ほか 

 

 

 

 

裏面資料あり  



資料「道路の老朽化パネル展」 
 

□展示パネル（一例） 

   
 

    
 

□前回パネル展（H26/8/11～8/22）会場の様子 

  


